
第１回　　５月２４日（土）　「近世から近代の宮津をあるく」

第２回　　６月２８日（土）　「宮津城下の絵画と絵師」

第３回　　７月２６日（土）　「宮津城下町の成立と寺町」

第４回　　８月２３日（土）　「幕末維新と三上家」

第５回　　９月２７日（土）　「天橋義塾の開校と教育」

第６回　１０月２５日（土）　「自由民権運動の群像とその終焉」

会場　重要文化財旧三上家住宅

時間　１５時３０分から１６時３０分

参加無料・事前申し込み不要

主催　宮津市教育委員会、京都府立丹後郷土資料館　　　後援　NPO法人天橋作事組

※お車でお越しの方は、市営立体駐車場をご利用ください

※受講者は入館料無料

天橋義塾の開校から 150 年。

令和７年は、 近代宮津を支える多くの人材を生み出した

幕末から近代へと変わりゆく激動の時代の宮津の姿を紹介！

Google Maps



集合：道の駅　海の京都　宮津

お問合せ：宮津市教育委員会

定員：事前予約不要・参加無料

TEL: 0772-45-1642  / MAIL: b-shinkou@city.miyazu.kyoto.jp

社会教育課文化財保護担当

旧三上家住宅（重要文化財）

宮津洗者聖若翰天主堂（重要文化財）

清輝楼（国登録文化財）

茶六本館（国登録文化財）

午後１時から３時２０分まで

日時：令和７年５月２４日 (土 )

宮津城下町デジタルマップウォーク

江戸時代の城下町絵図と現代の地図を連動させた

デジタルマップを使って学芸員と一緒に宮津の町

GPS で現在地を確認しながら、江戸時代の宮津の
城下町にタイムスリップしよう！

を散策。

文化財多言語解説＆宮津城下町デジタルマップ

宮津地区に所在する４つの国指定・登録文化財の
魅力を日本語、英語、フランス語、中国語（簡体
・繁体）、韓国語で紹介する多言語解説を整備。

各場所に設置した看板で二次元コードを読み込む

と、デジタルアニメーションなどの解説を楽しむ
ことができます。

また、宮津城下町デジタルマップ（GPS 連動再生

古地図）は、江戸時代の宮津城下町の絵図と現代

江戸時代の宮津の城下町を楽しむことが出来ます。
の地図を連動させ、GPS で現在地を確認しながら

◆二次元コード看板の設置場所◆

天橋義塾とは？

天橋義塾は、今から 150 年前の明治 8 年（1875）に宮津に誕生した宮津藩校・礼譲館の流れを

汲む私塾です。

ており、小笠原長道（後の小室信介）をはじめとする旧藩士有志達が中心となり、旧藩士子弟の

育成を目指し、宮津学校内の西南隅一舎に間借りをして開校しました。

明治初期の宮津では、廃藩置県により職を失い困窮する旧藩士子弟の教育に大きな課題を抱え

宮津城下町デジタルマップ文化財多言語解説

※お車でお越しの方は市営立体駐車場をご利用ください。

書は礼譲館から引き継がれた和漢書に加え、自由や民権に関する最新の著作、法律や地誌など様々

な分野の外国書籍などが用いられていました。

天橋義塾では、初期の普通学科では読物討論（読講）、問答、作文、算術の四科目があり、教科

開設されるなど更なる教育の充実が図られました。先進的な教育が行われる中で、天橋義塾は京都

の自由民権運動の中心的存在へと成長しました。特に明治 13 年には澤辺正修を中心に憲法草案を

明治 10 年に資本講を開始し、商人や豪農の出資を受けて運営が軌道に乗ると、新たに英文科が

作成し、全国の注目を集めました。

◆関連イベント


